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日本の生活・就労場面で必要な日本語コミュニケーション力を養う 

学習者待望の『いろどり 生活の日本語 初中級（A2/B1）』公開！ 
 

国際交流基金（JF）は、2026 年 3 月 31 日、日本で生活・就労

する外国人のための日本語コースブック『いろどり 生活の日本語 初中

級』を公開します。 

 

『いろどり 生活の日本語』は外国の人たちが日本の生活・就労場面で

必要となる日本語力を身につけることを目標としたオンライン教材です。

2020 年に入門（A1）、初級 1（A2）、初級 2（A2）を公開しまし

た。日本語に加え、日本で暮らすために役立つ知識や文化を学べるよう設

計しています。 

公開以来多くのユーザーに広く活用され、2026 年 2 月末時点で、ウェ

ブサイトの累計ページビュー数は約 2375 万に達しています。 

近年、さまざまな分野で働く外国人が増えているなか、初級２までの学

習で身につく基礎的な日本語力だけではなく、地域社会の一員として円

滑に生活し、仕事ができる日本語力が期待されています。また、国際交流

基金日本語基礎テスト（JFT-Basic）（注）に合格し、訪日・就労を

控える人々が、継続的に日本語学習に取り組むニーズも高まっています。 

こうした状況を受け、初級レベルの基礎的な日本語力をさらに発展させるための教材として、このたび『いろどり 生活の

日本語 初中級（A2/B1）』を開発し、公開する運びとなりました。 

初中級を学習することで、初級レベルの学習者が、日本での生活に困らない日本語力を身につけ、自立して意思疎

通できるようになることを目指します。日常や職場で遭遇するさまざまなコミュニケーション場面を取り上げており、すぐに使

える実践的な日本語を学ぶことができます。  

 

初中級の制作にあたっては、構想検討から執筆・制作に至るまで約 2 年をかけました。構想段階では、利用者へのア

ンケート、国内外の日本語教育専門家や学習者への聞き取りを通して、実際の日本の生活で必要とされるトピックや、

外国人が知っておくと役に立つ情報、社会に積極的に参加するために必要となる日本語について議論を重ねました。執

筆・制作段階では、実生活で目にしたり利用したりするものの写真などを多数取り入れたほか、実際の街中や日本語教

室内の音を収録し、背景音として用いるなど、日本の生活をリアルに表現しました。 

 

『いろどり 生活の日本語』はウェブサイトで提供しており、世界中どこからでも自由に無料でダウンロードできます。本冊

は PDF 形式で、印刷して使うことも、タブレットやスマホで読むこともできます。音声はダウンロードに加えて、ストリーミング

再生にも対応しています。現在入門（A1）から初級 2（A2）まではレベルによって最大 20 言語で展開しており、初

中級（A2/B1）についても順次多言語対応を進める予定です。 

公開ウェブサイト：https://www.irodori.jpf.go.jp/ 

2026 年 3 月 31 日 
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注）国際交流基金日本語基礎テスト（JFT-Basic）は日本の生活場面でのコミュニケーションに必要な日本語能力

を測定し、「ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度の能力」があるかを判定するテストです。在留資格「特

定技能 1 号」を得るために必要な日本語能力水準を測るテストとしても活用されています。 

https://www.jpf.go.jp/jft-basic/ 
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日本語コースブック『いろどり 生活の日本語』の概要 

 

 

 

 

 

  

 入門（A1）、初級1、初級 2（A2） 初中級（A2/B1） （NEW！） 

公開日 
2020 年 3 月（初級１、初級２） 

2020 年 11 月（入門） 
2026 年 3 月 31 日 

対象者 
特定技能制度などにより来日する、日本語を

母語としない外国人 
初級２までの学習を終えた日本語学習者 

目標 
ある程度日常会話ができ、日本での生活に支

障がない程度の日本語能力を身につける 

日常の簡単なコミュニケーションだけでなく、日本社会で

自立して生活できる日本語力の習得を目指す 

活用方法 

特定技能や育成就労制度などで来日する前の

準備に使用。国際交流基金日本語基礎テス

ト（JFT-Basic）の受験準備にも活用できる。 

JFT-Basic 合格後、来日前後のさらなる日本語能力

向上のために使用。加えて、文部科学省の「外国人材

の受入れ・共生のための地域日本語教育推進事業」で

示されている、地域日本語教育における学習者の到達

レベル「自立した言語使用者（B1 レベル）」を目指す

地域の日本語教室でも活用可能。 

言語対応 レベルにより最大 20 言語対応 日本語・英語（順次、多言語対応予定） 

実績 

2026 年 2 月末時点でウェブサイトの閲覧数は

累計約 2375 万件にのぼり、世界各国で広く

利用されている。 

 

 

特徴 

『いろどり』は、ことばだけでなく、日本で暮らすために役立つ知識や文化を学べるよう設計しています。教材は

ウェブサイトから無料で入手でき、教育目的での印刷・複製・共有も可能です。 

全 4 冊を通じて、初級レベル（A1～A2）の基礎的な日本語を身につけるだけでなく、地域日本語教育

の到達目標とされる中級レベル（B1）へのステップアップを目指します。 

mailto:press@jpf.go.jp


 

この件に関するお問い合わせ：  

国際交流基金 ブランド推進部 広報課（広報担当：熊倉、福島） 

Tel: 03-5369-6075 / Fax: 03-5369-6044  

E-mail: press@jpf.go.jp                         4 

『いろどり 生活の日本語』の対象レベル 

『いろどり 生活の日本語』が対象とする日本語レベルは、「JF 日本語教育スタンダード」をもとに定義しています。「JF

日本語教育スタンダード」は、文部科学省が示す「日本語教育の参照枠」 と同様に、ヨーロッパ言語共通参照枠

（CEFR）の考え方に基づいて JF が開発した、日本語の学び方、教え方、評価の仕方を考えるための枠組みです。日

本語のレベルを A1～C2 の 6 段階で表しています。 

https://www.jfstandard.jpf.go.jp/top/ja/render.do 

『いろどり生活の日本語』の入門は A1 レベル、初級 1、初級 2 は A2 レベル、初中級は A2 および B1 レベルの活動

で構成されています。A1 は、あいさつをしたり、覚えた表現を使ってごく簡単なコミュニケーションをしたりすることができるレ

ベル、A2 は、身近な話題について、短い基本的な日常会話ができるレベル、B1 は身近な話題や、自分の関心のある

話題について、まとまりのある話をしたり、ある程度くわしく説明したりすることができるレベルです。 

 

 
（出典：JF 日本語教育スタンダード 利用者のためのガイドブック 

https://www.jfstandard.jpf.go.jp/pdf/web_whole.pdf） 

 

 

国際交流基金  

国際交流基金（JF）は「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐくむ。」をミッションに、「文化芸術交流」「日本語教

育」「日本研究・国際対話」を推進する独立行政法人です。   
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日本語教育の分野では、海外において質が高く安定した日本語教育が広く実施されるよう、各国・各地域の状況を

踏まえつつ、現地の行政機関や日本語教育機関と連携して各地の日本語教育環境の整備を進めています。アジアの

中等教育機関等には、日本語授業のアシスタントや日本文化の紹介を行う日本語パートナーズ（NP）を派遣してい

ます。日本語普及のため、日本語教授法に関する情報発信と学習教材の提供、日本語学習者のための日本語能力

試験（JLPT）及び外国人材受入れのための国際交流基金日本語基礎テスト（JFT-Basic）の実施、日本語教

育に関する調査なども実施しています。 

国際交流基金の日本語事業については公式ウェブページ https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/ や

JF の日本語リソース https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/education/resource/index.html もご

覧ください。 

  以上  
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